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(57)【要約】
【課題】　天井材を容易且つ確実に補強して耐震性を高
めることができる天井補強具を提供する。
【解決手段】　構造物の躯体１１０および天井材の支持
部材１２１にそれぞれ取り付けられる構造物側取付部材
１０および天井側取付部材２０と、構造物側取付部材１
０および天井側取付部材２０を互いに連結する連結部材
３０とを備え、構造物側取付部材１０および天井側取付
部材２０は、連結部材３０を回動自在に支持する主回動
軸１３，２３をそれぞれ備えており、天井側取付部材２
０は、主回動軸２３の回動方向とは異なる方向に連結部
材３０を回動自在に支持する副回動軸を更に備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造物に吊下支持される天井材を補強する天井補強具であって、
　構造物の躯体および天井材の支持部材にそれぞれ取り付けられる構造物側取付部材およ
び天井側取付部材と、
　前記構造物側取付部材および天井側取付部材を互いに連結する連結部材とを備え、
　前記構造物側取付部材および天井側取付部材は、前記連結部材を回動自在に支持する主
回動軸をそれぞれ備えており、
　前記構造物側取付部材および天井側取付部材の少なくとも一方は、前記主回動軸の回動
方向とは異なる方向に前記連結部材を回動自在に支持する副回動軸を更に備える天井補強
具。
【請求項２】
　前記主回動軸および前記副回動軸は、互いに直交する請求項１に記載の天井補強具。
【請求項３】
　一の前記天井側取付部材に対して、複数の前記構造物側取付部材が、個別に対応する前
記連結部材により連結されている請求項１または２に記載の天井補強具。
【請求項４】
　前記天井側取付部材の前記主回動軸は、互いに平行になるように複数配置されて、それ
ぞれに前記連結部材が前記副回動軸を介して支持されている請求項３に記載の天井補強具
。
【請求項５】
　前記連結部材は、伸縮自在とされている請求項１から４のいずれかに記載の天井補強具
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、構造物に吊下支持される天井材を補強する天井補強具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　工場、ビル、体育館などの構造物の天井構造として、躯体に固定された複数の吊りボル
トにより天井材を吊下支持し、隣接する吊りボルトの間をブレース等の補強具で補強する
構成が、従来から知られている。例えば特許文献１には、吊りボルトに係合する係止部材
と、ブレースが連結される連結部材とを備え、係止部材を連結部材と共に吊りボルトに固
定するブレース連結具が開示されている。このブレース連結具は、連結部材が係止部材に
回動可能に支持されており、取付時のブレースの傾斜角度の自由度を高めつつ、地震発生
時にはブレースの傾斜角度が変化することで、汎用性や耐震性の向上が図られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１９９８００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、上記従来のブレース連結具は、ブレースの回動方向が一方向のみであること
から、地震等による天井材の揺れの方向によってはブレースの回動で揺れを十分吸収する
ことができず、ブレース連結具に大きな荷重が作用して取付状態の維持が困難になるおそ
れがあった。また、ブレースを吊りボルトに連結するように構成されているため、強い揺
れによって吊りボルトが大きく変形したり落下したりすると、天井材を補強する効果が著
しく損なわれるという問題があった。
【０００５】
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　そこで、本発明は、天井材を容易且つ確実に補強して耐震性を高めることができる天井
補強具の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の前記目的は、構造物に吊下支持される天井材を補強する天井補強具であって、
構造物の躯体および天井材の支持部材にそれぞれ取り付けられる構造物側取付部材および
天井側取付部材と、前記構造物側取付部材および天井側取付部材を互いに連結する連結部
材とを備え、前記構造物側取付部材および天井側取付部材は、前記連結部材を回動自在に
支持する主回動軸をそれぞれ備えており、前記構造物側取付部材および天井側取付部材の
少なくとも一方は、前記主回動軸の回動方向とは異なる方向に前記連結部材を回動自在に
支持する副回動軸を更に備える天井補強具により達成される。
【０００７】
　この天井補強具において、前記主回動軸および前記副回動軸は、互いに直交することが
好ましい。
【０００８】
　また、一の前記天井側取付部材に対して、複数の前記構造物側取付部材が、個別に対応
する前記連結部材により連結されていることが好ましい。更に、前記天井側取付部材の前
記主回動軸は、互いに平行になるように複数配置されて、それぞれに前記連結部材が前記
副回動軸を介して支持されていることが好ましい。
【０００９】
　また、前記連結部材は、伸縮自在とされていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、天井材を容易且つ確実に補強して耐震性を高めることができる天井補
強具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る天井補強具の全体構成図である。
【図２】図１に示す天井補強具の要部を示す平面図である。
【図３】図１に示す天井補強具の他の要部を示す側面図である。
【図４】図１に示す天井補強具の施工例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して説明する。図１は、本発明の
一実施形態に係る天井補強具の全体構成図である。図１に示すように、天井補強具１は、
鋼材等からなり、構造物側取付部材１０、天井側取付部材２０および連結部材３０を備え
ている。本実施形態の天井補強具１は、後述するように、工場、ビル、体育館などの構造
物に構造物側取付部材１０を取り付け、天井材に天井側取付部材２０を取り付けることに
より、吊り下げ支持される天井材を補強することができる。
【００１３】
　図２は、図１に示す構造物側取付部材１０の平面図である。図１および図２に示すよう
に、構造物側取付部材１０は、ブロック状の本体１１の中央に挿入部材１２が取り付けら
れており、本体１１の両端部には、一対の挟持部材１４，１５が設けられている。挿入部
材１２は、基端側の脚部１２ａ，１２ａの間に本体１１を挟持して、結合ピンからなる主
回動軸１３により、図１の矢示Ａ方向に回動自在に支持されている。
【００１４】
　一対の挟持部材１４，１５は、本体１１を挟んで対向するように配置されており、それ
ぞれの対向面側に切欠状の保持部１４ａ，１５ａが形成されている。保持部１４ａ，１５
ａは、構造物の躯体１１０に装着可能とされており、本実施形態においては、主架構を構
成するように構造物の上部に水平に配置されたＨ形鋼の下部に、保持部１４ａ，１５ａを
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係合可能とされている。一対の挟持部材１４，１５は、ボルト等の締結具１４ｂ，１５ｂ
により本体１１に取り付けられており、締結具１４ｂ，１５ｂの締め込みにより、一対の
挟持部材１４，１５の間に躯体１１０を挟持して取り付けることができる。保持部１４ａ
，１５ａは、構造物側取付部材１０を取り付ける躯体１１０の形状に合わせて適宜形成す
ればよく、その形状は特に限定されるものではない。
【００１５】
　図３は、図１に示す天井側取付部材２０の側面図である。図１および図３に示すように
、天井側取付部材２０は、板状部材の両側を対向するように折り曲げて形成された支持体
２１の対向面の間に、４つのブロック状の本体２２が略等間隔に支持されている。本体２
２は、結合ピンからなる主回動軸２３により、図１の矢示Ｂ方向に回動自在に支持されて
おり、本体２２の中央には挿入部材２４が取り付けられている。挿入部材２４は、基端側
の脚部２４ａ，２４ａの間に本体２２を挟持して、結合ピンからなる副回動軸２５により
、図３の矢示Ｃ方向に回動自在に支持されている。支持体２１の下面には、蓋状の装着部
材２１ａが溶接等により固定されている。
【００１６】
　天井材１２０は、板材やメッシュ材等からなり、野縁等の支持部材１２１に支持されて
いる。天井側取付部材２０は、支持部材１２１の両側縁部を装着部材２１ａと当て板１２
２との間に挟持して、ボルト等の締結具１２３を用いて支持部材１２１に固定することが
できる。
【００１７】
　図１に示すように、連結部材３０は棒状の部材であり、主パイプ３１および副パイプ３
２を備えている。主パイプ３１は、両端部にスリット３１ａ，３１ｂが周方向に間隔をあ
けて複数（本実施形態では４つ）形成されており、内径を拡開させることができる。主パ
イプ３１は、一方端に構造物側取付部材１０の挿入部材１２が、他方端に副パイプ３２の
一方端部がそれぞれ挿入され、セットカラー等のクランプ３３，３４により固定される。
連結部材３０は、主パイプ３１に対する副パイプ３２の挿入長さを適宜調節することによ
り伸縮させることができ、主パイプ３１の内周面と副パイプ３２の外周面との間に作用す
る摩擦力によって全体長さを維持することができる。主パイプ３１および副パイプ３２の
材質は特に限定されず、鋼管等であってもよいが、シームレスのアルミ管を好ましく用い
ることができる。
【００１８】
　副パイプ３２の他方端部には、主パイプ３１と同様に複数のスリット３２ａが形成され
ており、図３に示すように、天井側取付部材２０の挿入部材２４が挿入されて、クランプ
３５により固定される。図１においては、１つの連結部材３０のみを示し、他の連結部材
３０の図示を一部省略しているが、他の連結部材３０についても上記と同様の構成であり
、不図示の構造物側取付部材１０に連結されている。
【００１９】
　上記の構成を備える天井補強具１は、例えば、鉄骨造体育館などの構造物における吊り
天井の補強用として好適に使用することができる。図４は、天井補強具１の施工例を示す
斜視図である。図４に示す天井材１２０は、複数並列された支持部材（野縁）１２１に固
定されて支持されており、これらの支持部材１２１は、直交するように複数並列された受
け材（野縁受け）１２４に、クリップ１２５で取り付けられている。受け材１２４は、ス
ラブや梁などの構造物の躯体（図示せず）から垂下する吊りボルト１２６に、ハンガー１
２７を介して支持されている。
【００２０】
　天井補強具１は、天井材１２０の支持部材１２１に天井側取付部材２０を、構造物の躯
体（図示せず）の４か所に構造物側取付部材１０をそれぞれ固定し、各連結部材３０がト
ラスを構成するように長さ調整して、各連結部材３０の両端部を構造物側取付部材１０お
よび天井側取付部材２０に装着することにより、取り付けることができる。連結部材３０
は、構造物側取付部材１０および天井側取付部材２０において、それぞれ主回動軸１３，
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２３により回動自在に支持されると共に、天井側取付部材２０において、副回動軸２５に
より主回動軸２３とは異なる方向に回動自在に支持されているため、躯体に対する構造物
側取付部材１０の取付け自由度を高めることができ、取付作業を容易にすることができる
。構造物側取付部材１０の取付箇所は、梁やスラブ等の躯体の水平部だけでなく、柱や壁
などの躯体の垂直部や、躯体の傾斜部であってもよい。
【００２１】
　また、連結部材３０の両端部は、構造物側取付部材１０および天井側取付部材２０によ
るピン結合となるため、連結部材３０には主に軸力のみが作用し、曲げモーメントやせん
断力が作用しないことから、耐震安定性の確保や被害の軽減を図ることができる。より具
体的には、連結部材３０が、主回動軸２３および副回動軸２５によって回動自在に支持さ
れていることで、強い地震等で天井材１２０が大きく揺れた場合にも、揺れの方向に拘わ
らず、主回動軸２３および副回動軸２５の回動によって構造物側取付部材１０および天井
側取付部材２０に過度な荷重が加わることを防止することができ、耐震性の向上を図るこ
とができる。
【００２２】
　主回動軸２３および副回動軸２５は、本実施形態のように互いに直交することが好まし
く、これによって、上記のように施工性や耐震性の向上が図られるだけでなく、地震等に
おいて連結部材３０から大きな力（特に引張力）を受けた場合の強度を良好に維持するこ
とができる。主回動軸２３および副回動軸２５は必ずしも直交する必要はなく、互いに異
なる方向であれば本実施形態と同様の効果を奏することができる。また、本実施形態にお
いては、主回動軸２３および副回動軸２５の軸線同士が互いに交差するように配置されて
いるが、平面視において直交または交差するように配置されていればよく、主回動軸２３
および副回動軸２５が取付状態において異なる高さ位置に配置されていてもよい。
【００２３】
　また、連結部材３０は伸縮可能であることから、上述した構造物側取付部材１０および
天井側取付部材２０の構成と相俟って、天井補強具１の取付作業をより容易にすることが
できる。吊り天井方式の構造物においては、野縁等の天井下地骨組の水平位置と、梁やス
ラブ等の構造物骨組の水平位置とは一致しない場合も多く、構造物骨組は屋根勾配等で傾
斜する場合もあることから、天井側取付部材２０から各構造物側取付部材１０の取付位置
までの距離は、必ずしも一定ではない。このため、連結部材３０を伸縮可能とすることで
、構造物側取付部材１０を所望の位置に容易に取り付けることができる。
【００２４】
　以上、本発明の一実施形態について詳述したが、本発明の具体的な態様は上記実施形態
に限定されない。例えば、本実施形態においては、１つの天井側取付部材２０に対して、
４つの構造物側取付部材１０がそれぞれ連結部材３０を介して連結されているが、構造物
側取付部材１０の数は、連結部材３０がトラスを構成するように配置可能であればよく、
特に限定されるものではない。また、本実施形態においては、天井側取付部材２０におい
て、複数の主回動軸２３が互いに平行に複数配置されることで、それぞれに対応する連結
部材３０および構造物側取付部材１０の取付作業を容易にして施工性を向上させているが
、天井側取付部材２０が備える主回動軸２３は単一であってもよく、このような天井補強
具を複数用意して、天井側取付部材２０を支持部材１２１に個別に取り付けるようにして
もよい。また、副回動軸２５は必ずしも天井側取付部材２０に設ける必要はなく、構造物
側取付部材１０が主回動軸１３と共に副回動軸を備える構成であってもよく、あるいは、
構造物側取付部材１０および天井側取付部材２０の双方が、副回動軸を備える構成であっ
てもよい。
【符号の説明】
【００２５】
　１　天井補強具
１０　構造物側取付部材
１３　主回動軸
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２０　天井側取付部材
２３　主回動軸
２５　副回動軸
３０　連結部材
１１０　躯体
１２０　天井材
１２１　支持部材

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月23日(2014.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造物に吊下支持される天井材を補強する天井補強具であって、
　構造物の躯体に取り付けられる複数の構造物側取付部材と、
　天井材の支持部材に取り付けられる天井側取付部材と、
　前記各構造物側取付部材を前記天井側取付部材に連結する複数の連結部材とを備え、
　前記各構造物側取付部材および天井側取付部材は、前記連結部材を回動自在に支持する
主回動軸をそれぞれ備えており、
 前記天井側取付部材の前記主回動軸は、互いに平行になるように複数配置されて、それ
ぞれに前記連結部材が副回動軸を介して支持されており、
　前記副回動軸は、前記天井側取付部材の前記主回動軸の回動方向とは異なる方向に前記
連結部材を回動自在に支持する天井補強具。
【請求項２】
　前記主回動軸および前記副回動軸は、互いに直交する請求項１に記載の天井補強具。
【請求項３】
　前記連結部材は、伸縮自在とされている請求項１または２に記載の天井補強具。
【請求項４】
　前記天井側取付部材は、天井材の支持部材である野縁に固定される請求項１から３のい
ずれかに記載の天井補強具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の前記目的は、構造物に吊下支持される天井材を補強する天井補強具であって、
構造物の躯体に取り付けられる複数の構造物側取付部材と、天井材の支持部材に取り付け
られる天井側取付部材と、前記各構造物側取付部材を前記天井側取付部材に連結する複数
の連結部材とを備え、前記各構造物側取付部材および天井側取付部材は、前記連結部材を
回動自在に支持する主回動軸をそれぞれ備えており、前記天井側取付部材の前記主回動軸
は、互いに平行になるように複数配置されて、それぞれに前記連結部材が副回動軸を介し
て支持されており、前記副回動軸は、前記天井側取付部材の前記主回動軸の回動方向とは
異なる方向に前記連結部材を回動自在に支持する天井補強具により達成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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